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さ
す
が
に
今
の
季
節
は
、

戸
外
で
の
農
作
業
は
ほ
と
ん
ど

ま
り
ま
す
が
、

一
〜

二
月
は
、

春
に
備
え
て
英
気
を
養
う
時

　
三
月
中
旬
に
な
る
と
、

融
雪
剤
の
散
布
な
ど
外
仕
事
が
始

を
す
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
）

な
く
、

机
に
向
か
っ

て
あ
れ
こ
れ
と
計
画
を
立
て
て
過
ご
し

　
体
調
管
理
に
は
充
分
留
意
さ
れ
、

今
年
一
年
を
健
康
で
過

　
仕
事
に
追
わ
れ
る
農
繁
期
の
雨
に
は
、

作
業
が
遅
れ
る
苛

　
青
耕
雨
読
の
生
活
に
あ
こ
が
れ
て
農
業
を
や
り
た
い
と
考

と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
す
。
（

若
い
人
達
は
、

除
雪
や
ス
キ
ー

場
で
ア
ル
バ
イ
ト

ご
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

感
染
症
も
流
行
し
て
い
ま
す
。

と
が
で
き
な
い
厳
し
さ
が
農
業
に
は
あ
り
ま
す
。

立
ち
も
あ
り
ま
す
が
、

雨
で
も
降
ら
な
い
と
体
を
休
め
る
こ

　
昨
年
は
、

北
海
道
期
待
の
新
品
種
米
「

ゆ
め
ぴ
り
か
」

が

こ
と
は
、

ど
ん
な
仕
事
で
も
厳
し
い
も
の
で
す
。

家
は
、

天
気
予
報
を
調
べ
空
を
見
上
げ
て
働
い
て
い
ま
す
。

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
米
に
限
ら
ず
作
物
の
成
長
は
天
候
に
左
右
さ
れ
ま
す
。

農

国
展
開
を
す
る
予
定
で
し
た
が
、

天
候
不
順
に
よ
り
収
穫
量

　
本
州
の
ブ
ラ
ン
ド
米
に
も
負
け
な
い
高
級
品
種
と
し
て
全

発
売
さ
れ
ま
し
た
。

え
る
人
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、

生
活
の
た
め
に
働
く
と
い
う

が
少
な
く
入
手
困
難
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
、

皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
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空
気
も
乾
燥
し
て
お
り
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
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明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

伊
　
達
　
　
　
隆

農
業
委
員
会
会
長

の
ピ
ー

ク
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

　
日
ご
と
日
照
時
間
は
長
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、

寒
さ

 倶知安
 農業委員会だより



　 　 　 　

　１１月３日に開催した即売会には、吹雪の中、大勢のお

客様にご来店をいただき本当にありがとうございました。

　即売会には、６５人の会員から無償提供を受けた自慢の

農作物を販売しました。町民の皆様に喜んでいただけて幸

いです。

　12月9日に開催した研修会では、農地法について、

北海道農業会議事務局長代理　橋本正雄氏を講師にお招きし、 「即売会の様子」

７１名が参加し、法律改正などについて学びました。

　今回の改正は、農地法が作られた目的が変わるなど大きなものです。今後の農業経営に係わる重要な改正も多くあり、

出席した会員からは熱心に質問が発せられていました。

　

即売会終了お礼

研修会を開催しました

　
に
む
け
て
、

活
動
費
等
の
助
成
を

　
検
討
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
助
成
に
つ
い
て

　
　
農
地
法
の
改
正
に
よ
り
、

農
業

　
委
員
会
の
業
務
も
複
雑
化
し
事
案

　
の
増
加
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

今
後

　
を
検
討
願
い
ま
す
。
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～

　
・
　
費
用
の
面
か
ら
躊
躇
す
る
場

　
会
や
異
業
種
の
若
者
と
の
交
流

　
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

助
成
の

　
　
継
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
会
、

結
婚
対
策
等
に
ご
支
援
を

　
　
全
て
の
農
家
が
最
新
の
情
報
を

三
　

土
づ
く
り
対
策

　
ま
す
。

う
　
随
時
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
入
手
し
、

有
効
に
活
用
で
き
る
よ

　
　
価
格
が
安
定
す
る
ま
で
の
間
、

　
支
援
策
の
継
続
を
お
願
い
い
た
し 建

議
特
別
小
委
員
長
　
 

田
村
裕
昭

一
　

情
報
提
供

農
業
施
策
に
関
す
る
建
議
を
行
な
い
ま
し
た

　
農
業
委
員
会
は
、

倶
知
安
町
農
業
の
発
展
振
興
と
安
全
な
食
生
活
を

対
策
、

土
づ
く
り
対
策
、

農
業
担
い
手
対
策
な
ど
、

倶
知
安
町
の
基
幹

　
本
年
の
建
議
書
で
は
、

農
地
法
改
正
や
政
権
交
代
に
よ
る
農
業
政
策

産
業
で
あ
る
農
業
を
守
る
た
め
の
措
置
を
建
議
い
た
し
ま
し
た
。

変
更
等
に
関
す
る
対
策
や
原
油
価
格
高
騰
に
よ
る
農
業
生
産
資
材
へ
の

平
成
二
十
二
年
度
農
業
振
興
施
策
に
関
す
る
建
議
書
（
概
要
）

　
情
報
収
集
は
大
変
に
重
要
で
す
。

守
る
た
め
、

今
後
も
建
議
を
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
農
業
情
勢
が
激
変
す
る
今
日
、

○
　
緑
肥
作
物

　
・
　
種
子
代
助
成
の
継
続
を
お

　
　
願
い
し
ま
す
。

　
農
業
政
策
に
つ
い
て
、

町
長
に
要

　
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
長
に
対
し
て
建
議
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、

農
家
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

毎
年

　
　
法
律
に
よ
り
、

農
業
委
員
会
は

七
　
農
業
委
員
会
活
動
費
等
の

　
　
「

小
麦
・
大
豆
乾
燥
調
整
貯

　
　
施
設
に
係
る
税
金
の
町
独
自

五
　

税
金
の
減
免
措
置

　
蔵
施
設
」

が
完
成
し
、

適
正
な

　
　
野
生
動
物
に
よ
る
農
作
物
の
被

　
輪
作
体
系
が
整
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
農
家
に
と
っ

て
待
ち
望
ん
で

○
　

病
害
虫
対
策

　
　
継
続
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
を
継
続
い
た
だ
き
た
い
。

　
・
　
抵
抗
性
品
種
導
入
の
助
成

　
・
　
薬
剤
費
用
の
一
部
助
成
を

　
　
部
助
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

二
　

農
業
生
産
資
材
・
肥
料

　
　
　
　
　
　
　
　

価
格
高
騰
対
策

　
　
農
業
後
継
者
に
対
し
、

研
修

　
・
　
効
率
的
な
施
肥
体
系
を
確

○
　

土
壌
分
析

　
　
率
さ
せ
る
た
め
、

費
用
の
一

 
○
　

堆
肥
導
入

四
　

担
い
手
対
策

・
・
・
　
建
　
議
　
・
・
・

認定農業者協議会のページ

　
の
減
免
措
置
を
検
討
願
い
ま
す
。

　
い
た
施
設
で
す
が
、

大
幅
な
利

　
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
用
料
の
増
額
は
農
家
に
と
っ

て

　
　
安
全
に
農
作
業
を
行
う
た
め
に

六
　

獣
害
対
策

　
害
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
電
気
柵
の
設
置
等
に
つ
い
て
助
成



　「食品」の安全性が話題になっています。 　これは、農業者自らが農産物の安全確保、品質の改善、

　「安全」と「安心」は同レベルで語られることが多いよ 環境保護、労働改善など、様々な目的を達成するために

うですが、「安心」は「安全」の上に成り立つものであり 実践するもので、

「安心」を得るための「安全」の確保には膨大な費用と多 ①農作業の計画を立て、チェックリストを定める。

大な労力が必要です。 ②チェックリストを確認し農作業を行い記録する。

　ＪＡようていでは、全生産者と「栽培協定書」を結び、 ③記録を点検し改善できる部分を見つけます。

併せて生産部会等を通じて、安全で安心な農業生産の実践 ④改善すべき点を見直し、次回作付けに役立てる。

の徹底に取り組んでいます。 ①～④を繰り返すことで、安全な農産物生産が可能とな

　特に「生産履歴」は、農産物の生産・加工・流通情報を り、生産者自らが作業記録を残すことで問題があった場

記録・保管・開示できる仕組みを構築する基礎であること 合の原因究明にもつながります。

から、平成１５年に「生産履歴記帳運動推進委員会」を設 食の「安全・安心」が求められる中、国内農業が見直さ

置し、消費者の信頼確保に努めています。 れクリーンな農業を目指す北海道農業に期待が寄せられ

　全生産者による生産履歴記帳により、防除、施肥など栽 ています。

培暦に記載された基準を守り安全に栽培し収穫したことを 　平成１６年度より堆肥集約化処理施設および堆肥舎、

証明し、更に消費者に信頼される産地づくりのため、出荷 平成１９年度より野菜残渣処理施設を整備し、地域内の

前に農薬の残留検査を自主的に行っています。 有機質資源を有効活用と循環（リサイクル）機能を構築

　農薬取締法は、近年続けて発生した無登録問題や輸入野 しています。

菜の残留農薬問題などを契機に、平成１４年に使用者規制 　また、土壌診断による施肥設計を行い、適正量の施

を盛り込んだ大幅な改正が行われました。 肥や堆肥を投入するシステム等で、持続可能な循環型農

　また、平成１８年には食品衛生法の改正に伴う残留農薬 業を進めています。

等のポジティブリスト制度が導入されたことに伴い、新た 　ＪＡようていでは、全生産者が安全で安心な農産物の

に本制度に対応した農薬使用が求められ、単に農薬使用基 安定供給が生産者の責任・使命であることを認識し、多

準を遵守するだけでなく、ドリフト（飛散）防止対策の徹 品目農産物の供給産地として、計画生産・流通・綿密な

底など様々な角度からその影響を考慮した安全かつ適正な る販売戦略と定量・定品質による供給体制の確立に取り

農薬使用の徹底が必要になり、ＪＡようていでは、生産履 組んでおります。

歴記帳運動やポジティブリストの指導を行ってきました。 　農産物の安全の基本は生産段階にあります。安全・安

　しかし出荷前の自主検査の限界もあり、農産物の安心・ 心な農産物を提供するために、生産者（農家）は努力を

安全を消費者に提供する一環として、更なる生産証明の確 しておりますので、皆様のご理解をお願いいたします。

立のため、ＧＡＰ（Good Agricultural Practice ）手法

を２０年度から導入し、翌度から本格実施をしています。

水稲生産組合３８５人、小麦生産組合３３２人、

食用馬鈴薯生産組合７３９人、大根生産組合１５１人

人参生産組合１６２人、トマト生産組合７３人

　

ＪＡようてい「安全安心な農産物の取り組み」

　
農
地
法
が
改
正
さ
れ
た
そ
う
で
す
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

た
の
で
す
か
？

　
わ
た
し
は
、

あ
と
数
年
で
離
農
し
て

　
町
外
に
出
る
予
定
で
す
。

そ
の
際
、

隣
町
の

　
　
ま
た
、

私
が
死
ん
だ
時
に
会
社
員
の
息
子

　
は
農
地
を
相
続
で
き
ま
す
か
？

　
○
　
農
地
を
相
続
し
た
場
合
の
報
告

　
業
委
員
会
へ
の
届
出
が
必
要
に
な
り

　
ま
し
た
。

　
と
し
な
い
権
利
移
動
に
つ
い
て
、

農

　
農
家
に
全
農
地
を
貸
し
付
け
で
き
ま
す
か
。

ら
れ
て
か
ら
最
大
の
改
正
で
す
。

　
農
地
を
有
効
利
用
す
る
こ
と
を
目
的

Ａ

　
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
農
地
法
３
条
に
よ
る
農
地
の
貸
付

　
れ
ま
し
た
。

　
　
町
外
に
住
ん
で
い
る
方
で
も
農
地

　
法
３
条
（

相
対
）

に
よ
る
農
地
の
貸

　
借
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
相
続
等
の
農
地
法
の
許
可
を
必
要

　
　
そ
の
他
、

色
々
と
変
更
箇
所
が
あ

　
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、

農
業
委
員
会

　
（

小
作
地
）

面
積
の
制
限
が
廃
止
さ

農家の法律Q&A

　
に
、

次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
○
　
農
地
貸
付
面
積
の
制
限
の
廃
止

　
○
　
不
在
地
主
に
よ
る
農
地
貸
付

　
今
回
の
法
律
改
正
は
、

農
地
法
が
作

Ｑ



上湧別町農業委員視察来町

生育状況調査

　農業委員選挙では、毎年１月１日に選挙資格の調査 第７回　総　会

をしています。 山麓地区農業委員会協議会研修会

　申請用紙は、昨年の申請を基に該当する方に配布を 現地調査（１班）

しております。 現地調査（４班）

　届いていない方や新たに該当される方は、役場２階 第８回　総　会 　

の農業委員会事務局で手続きをしてください。 第１回農地委員会

　 農地等利用調整事前会議（２班）

◆　次のすべてに該当する農業者が対象です。 農地等利用調整事前会議（１班）

現地調査（１班）

　○　町内に住所を有する人 第９回　総　会

　○　平成２２年３月３１日現在、満２０歳以上の人 第２回農地委員会

　○　３０アール以上の農地を耕作している経営者また 農地等利用調整会議（２班）

　　は同居の親族（農業生産法人の構成員を含む）で 農地等利用調整会議（１班）

　　年間６０日以上の耕作従事者 広報編集委員会

農地パトロール

◆　問い合わせ  ５６－８０１７ 第１０回　総　会

第３回農地委員会

第１回建議特別小委員会

農地等利用調整事前会議（２班）

農地等利用調整事前会議（４班）

第２回建議特別小委員会

　農業者の皆さん、老後の備えは万全ですか？

農地等利用調整会議（４班）

建議特別委員会（全体会議）

第１１回総会

建議書提出

地区別農業委員等研修会

第１２回　総　会

手厚い政策支援・・・・・最大２１６万円の国庫補助

全額社会保険料控除・・・節税になります

　

月額6.7万円

保 険 料 の 額

120,000円 160,800円

月額５万円

90,000円36,000円

営
が
左
右
さ
れ
ま
す
。

　
農
家
は
、

五
年
、

十
年
先
を

し
か
り
。

初
め
て
の
こ
と
で
す

１２月　９日

　
食
料
自
給
率
の
向
上
が
基
本

変
化
も
あ
り
ま
す
。

で
す
が
、

昨
今
の
農
政
の
進
め

30%の場合

48,000円

72,000円

　７月２７日

お
り
、

急
変
へ
の
対
応
に
は
大

　
ま
た
、

土
地
は
個
人
の
物
で

が
、

政
権
交
代
に
よ
る
農
政
の

で安心

☆　保険料支払い後も税率に変更がないものとして計算

241,200円180,000円

が
残
り
ま
す
。

方
を
見
聞
き
し
て
い
る
と
不
安

　７月　９日

農業委員会活動報告

（平成21年７月～12月）

見
な
が
ら
経
営
方
針
を
決
め
て

す
が
、

食
料
を
生
産
す
る
農
地

変
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

選挙人名簿登載の申請

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※

農業委員選挙

（

安
達
）聡

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※

　
昨
年
の
よ
う
な
天
候
不
順
も

１１月２７日

月額２万円

滝

澤

正

史

１１月２７日

を
守
り
、

継
ぎ
の
世
代
に
繋
げ

は
国
民
の
た
め
の
物
で
す
。

　
私
た
ち
農
業
委
員
は
、

農
地

る
た
め
行
動
し
て
お
り
ま
す
。

税　率

　
農
業
委
員
会
で
は
、

広
く
農

　
農
家
は
、

色
々
な
要
素
で
経

120,600円

編
集
後
記

業
に
対
し
て
理
解
を
い
た
だ
く

た
め
「

農
業
委
員
会
だ
よ
り
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

１１月２７日

１０月２７日

１１月１１日

１０月２７日

１１月１１日

１１月１８日

　７月２７日

　９月２８日

　９月　４日

内
田

や

よ

い

　
今
年
も
又
、

よ
ろ
し
く
お
願

編

集

委

員

進

い
い
た
し
ま
す
。三

条

安

達

　８月１１日

　９月１１日

１０月２７日

　９月２８日

　８月２７日

　９月１０日

１０月　２日

　８月１７日

１０月　１日

農地等利用調整会議（２班）

１１月１９日

１１月１６日

　９月２８日

１０月２７日

１０月２７日

15%の場合

20%の場合

夫婦二人の場合
１２月２５日

農業者年金からのお知らせ

・

老後の生活費

　８月２０日

農業者年金で

おぎなえます

２７２万円

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

不足額

国民年金
　年間

１５８万円

老後の備えは

積立方式の年金です・・・少子高齢化に強い

　農業者年金には、次のようなメリットがあります。

・終身年金です・・・・・・８０歳までの保証付き

・
・
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